
証券コード1722

 

株　主　通　信 
平成１８年度　事業のご報告  

第４期 

平成１８年４月１日から 

平成１９年３月３１日まで 



代表取締役 

私たちミサワホームグループは 

「住まいを通じて生涯のおつきあい」という精神のもと、 

 良質の「住まい」を提供し、豊かな社会づくりに貢献します。 

安全・快適で環境を重視した家づくり、街づくりを行います。 

法令を遵守し、倫理を重んじて誠実に行動します。 

地球全体を視野に入れ、環境保全活動などを行い、社会に貢献します。 

企業価値の向上に努め、長期安定的な成長により、ステークホルダーとの共存共栄を実現します。 

グループ社員が相互に信頼し、協力し合って能力を発揮できる職場をつくります。 

適正な財務報告・情報開示と適切なリスク管理を行います。 

経営理念  

写真は、「ECO・微気候デザイン」のCENTURY「VikiCourt」 

平成１９年６月 

株主・投資家の皆様へ 

　株主・投資家の皆様には、ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。 

　平素は、格別のご支援を賜り厚く御礼申し上げます。 

  当社グループは、ステージを「再生」から「飛躍」に移して、確たる事業基盤を構築することを目的

に、平成１８年８月、中長期経営ビジョン及び中期経営計画を策定いたしました｡中長期経営ビジョン

では、商品力とお客様満足を最大限に高め、より多くのお客様にミサワホームの住まいに対する考

え方に共感していただきたいとの思いをこめて『住まいのＮo．１ブランド』を目指すことといたしま

した。また、中期経営計画では、平成１８年度からの３カ年に実施すべき施策を定めており、「商品戦

略」、「高効率化戦略」等、各種基本戦略の実行を推進しております。 

　なお、当期におきまして、当社の子会社において、過年度にわたる不適切な会計処理が判明し、関

係各位に多大なるご迷惑をおかけしましたことは、親会社としての管理、監督が不充分であったと

真摯に反省し、信頼の回復に向け、グループをあげて改善措置に取り組んでおります。 

　平成１９年度につきましては、当社は、子会社であるミサワホーム株式会社と合併することにより、

住宅関連事業の営業基盤の強化とガバナンス機能強化を図るとともに､東北ミサワホーム株式会

社はミサワホーム北日本株式会社と、ミサワホーム中国株式会社はミサワホームサンイン株式会社

と合併（いずれも効力発生日は本年１０月１日）を予定するなど、エリア戦略の強化及び高効率化に

努めてまいります。 

　また、当社グループでは、中長期経営ビジョン及び中期経営計画の達成に向けた活動を「Ｂｒａｎｄ

－Ｎｅｗ Ｐｒｏｊｅｃｔ」と名付け、グループの総力を結集してビジョンの達成を目指しております。新た

なステージに向かう当社グループの企業姿勢を具体化し、社会に向

けてメッセージを発信できる住宅産業のリーディングカンパニーの

構築を推進してまいります。 

 

　おかげをもちまして、当社グループは本年１０月で創立４０周年を

迎えます。１９６７年の創立以来、住宅業界のパイオニアとして、日本

の住まいづくりの歴史とともに歩むことができました。これもひと

えに､当社グループの成長と発展を支えていただいた株主の皆様の

ご支援の賜と心から感謝申し上げます。 

　株主の皆様におかれましては、今後とも一層のご指導、ご鞭撻を

賜りますようお願い申し上げます。 
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株主・投資家の皆様へ

Customers First  

MISAWA SOLUTION 

トピックス

環境活動 

新商品のご紹介  

業績の推移  

連結財務諸表  

個別財務諸表  

会社情報 

株主メモ

ミサワホームグループネットワーク＜営業所案内＞
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NO.1 テクノロジー& ONLY1 デザインで、 

 ミサワホームは、お客様にとってのいちばんの住まいづくりのために、 

 一歩先のテクノロジーとデザインを追求してきました。 

 まったく新しい制震装置「MGEO」の開発や南極昭和基地の建物のお手伝い、 

 大収納空間「蔵」の発明、１7年連続グッドデザイン賞受賞など 

  数々のNO.1、ONLY1はその成果です。  

 「ミサワホームの家を建てたい」、「ミサワホームの家を建ててよかった」と 

 思っていただくために、これからもお客様の満足を第一に考える 

 「Customers First」の精神で、 

  あなたにいちばんの住まいづくりを応援します。 

 住まいを通じて生涯のおつきあい

NO.1 テクノロジー& ONLY1 デザインで、 

Customers First の 住まいづくり。 

 

www.misawa.co. jp

カスタマーズ ファースト 

カスタマーズ ファースト 

エムジオ 
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高い技術力が実現する 
総合性能にすぐれたミサワホームの住まい。 

※１ 

※２ 

’０６～’０７ HYBRID ECO-design

’０６～’０７ 制震装置「MGEO」 

’０６～’０７ ルーバーデザインシステム ’０５～’０６ CENTURY 蔵のある家 ’９９～’００ 「M-Wood ２」 デッキ 

’９６～’９７ グランプリ GENIUS蔵のある家 

グッドデザイン・グランプリ 盾 

「耐震」プラス「制震」による先進の安心技術「MGEO」。 

ミサワホームの住まいはもともと地震に強く、過去の大地震では全壊・半壊ゼロ

を確認しています。この強固な「耐震」構造に、建物の揺れを抑える「制震」技

術をプラスした安全技術が、「耐震」プラス「制震」の「MGEO」です。４日間で

１３回の巨大地震をはじめ、計３９回もの揺れを再現した実大振動実験でも、構造

体の損傷はゼロ。室内の被害も、ほとんど見られませんでした。いつ襲ってくるか

わからない大地震の被害から、大切な家と家族を守ります。 

南極で鍛えられた「先進の快適技術」。 

南極昭和基地の建物の多くは、ミサワホームです。過酷な環境のもとで安全を

確保し、快適な住空間をつくるためには、きわめて高レベルの断熱性・気密性・

耐風性・堅牢性などが求められます。ミサワホームの高度工業化技術で生産さ

れた木質パネルを採用した建物は、１９６８年以来、延べ約５,０００ｍ２（１,５１２坪）

にもなりました。ミサワホームは、極寒の地で鍛えられ、培われた高断熱・高気密

設計などの先進技術を、日本の住まいづくりにもいかしています。 

暮らしをデザインする大収納空間「蔵」。 

ミサワホームは１０年以上も前から、心豊かに暮らす日本伝統の知恵「蔵」を現

代の住まいに取り込んだ大収納空間「蔵」をご提案してきました。１階、中２階、２

階など、好きな場所に設置でき、あふれるモノをまるごとしまえます。“蔵のおかげ

で広く暮らせる”“二世帯同居でもゆとりがある”“２階が通常より高く、採光・

通風、眺望が良好”など、メリットがいっぱい。「蔵」を設けた住まいは多くのご

支持をいただき、販売実績３５,０００棟を超えました。 
※１：「蔵」は居室としての使用はできません。※２：平成１８年１１月現在。 

自然をいかす先人の知恵「ECO・微気候デザイン」。 

日本において四季を通じて快適に暮らす伝統的な“先人の知恵”と、現代の

“先進の技術・デザイン”を融合した「ECO・微気候デザイン」。ミサワホーム

がご提案する、日本の新しい住まい方です。自然の心地よさと自然のエネル

ギーを住まいに取り込むために、「通気」「陽射し」「熱」「湿度」をデザイン。

エアコンに頼りすぎずに夏も冬も心地よく暮らすことができ、ご家族にも地球

にもやさしいスローライフ＆エコロジーを実現できます。 

住宅業界で唯一、１７年連続グッドデザイン賞を受賞。 

住宅の評価は機能や性能だけでなく、使

いやすさ、品質、安全性、アフターメンテ

ナンス、そしてデザインなど、トータルな要

素で決まります。このような、資産価値の

維持についても有利な住宅であるかどう

かを判断する基準の一つに「グッドデザイ

ン賞」があります。デザイン面を含めて社

会・文化・生活という観点から評価される

デザイン評価・推奨制度。ミサワホームは、

１９９１年に住宅として初の「グッドデザイ

ン賞」、１９９６年には業界初のグッドデザ

イン・グランプリに輝きました。２００６年に

も、制震装置「MGEO」が地震大国・日

本に大きな安心を届けるという社会的価

値を認められて受賞したほか、「HYBRID 

ECO-des ign」などが受賞。これまでの

受賞商品・部品は、１７年連続で計３３

の住宅と２カ所の街づくりを含め、業

界最多の計９６点となりました。すぐれ

た技術力により、末永く安心して暮ら

せる総合性能の高い住まいをお届け

しています。

エムジオ SOLUT IONSOLUT ION
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ホームズ君の 
防犯シミュレーション 

ミサワホームグループは、 
さまざまな環境活動を展開しています。 

ミサワホームは、それぞれの生産段階で、省エネルギー、省資源、廃棄物の削減を追求しています。 

かけがえのない地球環境を守るためミサ

ワホームでは、２１世紀の企業行動理念と

して、１９９０年に「環境宣言」を発表して

以来、環境保全活動にグループをあげて

取り組んでまいりました。２００６年に環境

活動計画として「サスティナブル２０１０」

をスタート。住宅のライフスタイルにおけ

る二酸化炭素排出量を２０１０年までに、

１９９０年度比２０％削減を目指します。 

ミサワホームの主な木材調達先は、年間

の森林成長量の７５％しか伐採しない計

画伐採の先進国フィンランドです。その

フィンランドに製材工場をつくり、伐採し

た木をまるごと活用できるシステムを構

築、省資源に貢献しています。生産ライ

ンにおいては、部材標準化の徹底や専

用ラインの開発、合理化施工システムな

どを推進することで、省エネルギー、省資

源に努めています。環境マネジメントシス

テムの国際規格ISO１４００１認証を商品

開発部門から製造工場、製材工場、木

材伐採業者にいたるまで取得。また工

場や施工現場での産業廃棄物ゼロを

目指し、静岡工場はじめ、松本や福岡な

ど各工場でゼロ・エミッションを達成して

います。輸送段階でも、輸送手段を変

更し、長距離輸送のトラックへの依存を

低減してCO２排出を抑制するなど、環

境保全に貢献できる住まいづくりをすべ

てのプロセスを通じて行っています。 

工場のパネル生産ライン 新エネ大賞（金賞）受賞の岡山工場 鉄道輸送されるミサワホームのコンテナ 

ミサワホームフィンランド工場 

ホームページ上に「ミサワシミュ
レーションタウン」を開設。 

最近では住まいづくりを検討されるお客様
は事前にインターネットで各種情報を収
集しています。ミサワホームでは、住まい
づくりを検討する上で役立つ情報として
「ミサワシミュレーションタウン」を開設し
ました。「資金シミュレーション」や最適
な外観・間取り・インテリアのイメージが
見つかる「イメージ・サーチ・ラボ」、「ホ
ームズ君の防犯シミュレーション」など、
お客様が自ら参加し、シミュレーション形
式で体験してもらうことで、ご自身にふさ
わしい住まいづくりについて、より一層ご
理解いただくことが可能です。ミサワホー
ムでは今後もホームページをお客様との
重要なコミュニケーションツールと位置づ
け、より適切にかつタイムリーに情報提
供できるよう、住まいづくりのコンテンツを
充実させてまいります。  
 
 

「MGEO-R」が日経優秀製品・
サービス賞 優秀賞を受賞。 

「MGEO-R」は、ミサワホームが平成１６
年１２月に次世代耐震構造「MGEO」を
発売して以来、「既存の木造住宅にも」
というお客様の強いご要望により実現し
た、在来木造住宅のリフォーム用制震装
置です。この「MGEO-R」が２００６年日
経優秀製品・サービス賞 優秀賞を受賞し
ました。（財）日本建築防災協会からは、
耐震診断及び耐震改修における「住宅
等防災技術評価」（DPA-住技-１０）を受け、
また、（財）日本産業デザイン振興会主催
の２００６年度グッドデザイン賞を受賞する
など、各方面から高い評価を得ています。
リフォームブランドのミサワホームイングで
は、これらの受賞を機に「MGEO-R」の
訴求を一層強化し、在来木造住宅にお住
まいのお客様に対しても、安全・安心の
住まいを提供していく考えです。 
 
 

住まいのテーマパーク「ミサワファ
クトリー福岡」がオープン。 

ミサワホームは、住まいの先進技術をより
ご理解いただくために、体感・実感・納得
できる、今までにないテーマパークを全国
展開しています。昨年９月には、東京都杉
並区に「ミサワパーク東京」、岡山工場内
に「ミサワファクトリー岡山」をオープン。
いずれの施設も多数ご来場いただき、ご
契約に結びつくなどご好評をいただいて
います。今回誕生した「ミサワファクトリー
福岡」も、基礎や構造体がよく分かる実
物大の「蔵のある家」スケルトンハウスを
施設内部に設置。木質パネル接着工法
をはじめ、制震装置「MGEO」などの先
進技術を、どなたでも楽しみながらご理解
いただける数々のコーナーを用意しており、
お子様からお年寄りの方までご家族揃っ
て楽しめる住まいづくりのテーマパークと
なっています。 

ミサワシミュレーションタウン リフォーム用制震装置「MGEO-R」 過酷な南極の気候を再現した写真（イメージ） 

 

TOP ICSTOP ICS

住宅専業メーカーならではの 
NO.1のニュースをお届けしています。 
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構造耐力のすぐれたユニット構法が生む、ゆとりの大空間 

家族が集まるゆとりのリビング 

新 商 品 

新 商 品 

自分らしくカスタマイズする住まい。 

新・賃貸住宅「戸建」スタイル、誕生。 新 商 品 家族がつながる新空間提案「キッズデザイン」。 

「HYBRID PORTRAY」は、断熱性・強度・遮音性などに優れる「ニューセ

ラミック外壁」、鉄骨ラーメン構造が生み出す地震に強い「理想的な耐震構

造」、大開口の設置や最大５４畳ものワンルームも可能な「大空間設計」、暮

らし方（ライフスタイル）やご家族の構成（ライフサイクル）の将来の変化に

も構造体の強度を損なうことなく、自由に間取りを変更することが可能な

「可変空間」の鉄骨ユニット「ハイブリッド住宅」。間取り変更が自由なため多

彩な敷地条件に対応することができるとともに、優れたコストパフォーマン

スを実現しています。 

参考プランの本体価格表をベースに入力ソフト“簡易積算システム”に登録

されているご希望のアイテムを選択することで、金額が容易に算出され、住

まいづくりのプロセスがスムーズになります。選べるファシリティーアイテム

も、厳選かつ洗練された設備・仕様を用意しています。 

きずなを深める大きな吹き抜け「センターヴォイド」 

小規模な土地であったり敷地形状に制約があったりして賃貸住宅を建築

することをあきらめていた土地でも建てられる、戸建賃貸住宅「Bel le  

Lead Cassiya」。シンプルでシャープな外観デザインに街並みに調和

する３つの屋根タイプ。居室は、家族のコミュニケーションに配慮した「セ

ンターリビング設計」。奥様に人気の対面キッチンのLDK、豊富な収納な

ど、入居者の方にはゆったりとした生活が満喫できる一戸建のつくりが好

評です。また、ピッキングを防ぐディンプルキーやハンズフリーカラーＴＶ

ドアホンで防犯にも配慮しています。 

一方、オーナーの方にもメリットはいっぱいです。競合が少なく、高い入居

率を期待できる。美しい街並みを維持できるので、資産価値が向上する。

外階段・外廊下など共用部分が不要で維持管理のコスト、手間が軽減さ

れる。また分割しやすく将来の相続対策にも有効などと好評を得てい

ます。 

 

 

GENIUS「Link-Age」with Kidsは、子どもの健やかな心身

の発達を促し、親の時間的な負担を軽減、ふれあう時間と空

間を作り出す「キッズデザイン」を採用。子どもの成長に欠か

せない８つの知性を身につけやすい設計としました。想像力

を伸ばす「マルチスペース」、共同作業の楽しさを学べる「フ

ァミリーキッチン」、自立心を育む「キッズ・ユニバーサルデザイ

ン」、家族のきずなを深める現代の床の間「ファミリーウォー

ル」など、子どもに良好な刺激をバランスよく与えることで知

性と感性を育む住環境をデザインしています。もちろん日本

の伝統的な美意識を継承する外観「J-modern」スタイルを

はじめ、内と外を空間としてつなぐ光あふれる「大開口サッシ」、

家族のステージに応じた「可変空間設計」など、ミサワホーム

ならではの工夫を随所に盛り込んでいます。 

２階建・フラット屋根タイプ 

戸建賃貸で、スマートにオーナーライフ 

鉄骨ユニット「ハイブリッド住宅」 

人生を豊かにするひとつ上の木質系住宅 
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ハイブリッド ポートレイ 



■総資産と株主資本比率 

１５年度 １６年度 １７年度 １８年度 １４年度 
-１００ 

（％） 

９.２ 
１０.０ 

-６２.０ 

７.７ 

５.８ 

８００,０００ 

６００,０００ 

４００,０００ 

２００,０００ 

０ 

 

１２

９

６

３

０

（百万円） 

■連結財務ハイライト 

業績の推移 

 

 

 

 

 

 

 

３,８４４.６３ 

△６６１.６１

 

 

 

 

 

 

 

５.１７ 

△６８３.６４

 

 

 

 

 

 

 

５３.９０ 

ー 

 

 

 

 

 

 

 

１６１.６９ 

ー 

 

 

 

 

 

 

 

△９９６.９２ 

△１,５５８.８０ 

 

 

 

 

 

 

 

△６９５.１２ 

△５２５.５９ 

 

 

 

 

 

 

 

５.００ 

１０７.４３ 

■繰延税金資産の取崩しについて 
前期末の繰延税金資産は、２９７億円であり、

純資産２５１億円に対する割合が１１８％でした

が、当期末には、繰延税金資産を１９７億円ま

で取崩し、純資産２６９億円に対する割合を７３

％にまで改善しました。 

■資本の部が変更されました    
平成１８年５月１日施行の会社法により、「資本

の部」が廃止され、「純資産の部」が新設さ

れました。 

■株主資本等変動計算書が新設されました 
会社法の施行により、株主資本等変動計算書

が新設されました。当計算書は、貸借対照表

の純資産の部の各項目にかかる前事業年度

末から当事業年度末までの間の変動を、その

変動事由とともに明らかにしています。 

■当期純利益 

（百万円） 

２,５００ 
２,０００ 
１,５００ 
１,０００ 
５００ 
０ 

１２５,０００ 

-２５０,０００ 

■売上高 ■営業利益・経常利益 

６００,０００ 

４８０,０００ 

３６０,０００ 

２４０,０００ 

１２０,０００ 

０ 

（百万円） 

４０,０００ 

３０,０００ 

２０,０００ 

１０,０００ 

０ 

（百万円） 

営業利益　　　経常利益 

当社は、平成１８年１２月２８日付で証券取引法に基づき作成する有価証券報告書等（過去

５年分）の訂正をいたしましたが、会社法に基づき作成する計算書類等につきましては、

各期毎の株主総会にて報告、承認されている決算数値を用いております。 

本株主通信は、従来より証券取引法に基づき作成された数値を記載しておりましたの

で、継続性の観点から、引き続き同法に基づいて業績をご案内いたします。なお、会社

法に基づく主な決算数値（売上高・当期純利益）の推移は、以下のとおりであります。 

※株主通信の業績の推移について 

会社法（旧商法）に基づく決算数値（連結） 

※ 

平成１５年度 平成１４年度 平成１８年度 平成１６年度 平成１７年度 平成１９年度（予想） 

売 上 高  

営 業 利 益  

経 常 利 益  

当 期 純 利 益  

総 資 産  

純 資 産  

 

1株当たり当期純利益 

1 株当たり純資産額  

４０３,１２７ 

３０,３６４ 

２０,３６８ 

△１２９,１３３

５０５,９０６ 

２９,５５４ 

４１２,１２０ 

３１,１９２ 

２３,４８７ 

２,０２０ 

７１４,９１４ 

５５,０４１ 

３８９,５９５ 

１８,８６０ 

１１,４６３ 

△２０３,２５１ 

２６４,３８１ 

△１６３,８４４ 

３８３,９４１ 

１７,８８２ 

１４,５６４ 

１２４,０２４ 

２２４,４６９ 

２２,４４２ 

４１４,５６６ 

１３,０６５ 

１２,０６９ 

１９１ 

２３５,１３５ 

２６,９４６ 

２００,０００ 

３,６００ 

３,０００ 

２,０００ 

ー 

ー

４２０,０００ 

１２,０００ 

１１,０００ 

６,０００ 

ー 

ー

平成１８年３月３１日残高  

連結会計年度中の変動額 

連結会計年度中の変動額合計 

平成１９年３月３１日残高  

 

欠 損 て ん 補 　  

当 期 純 利 益  

自 己 株 式 の 取 得  

連結子会社増加に伴う剰余金減少高 

 

 

株 主 資 本  

自 己 株 式  株主資本合計 利益剰余金 資 本 金  資本剰余金  

２３,４１２ 
 
 
 
 
 
 

ー 
２３,４１２ 

６７,６８８ 
 

△５４,１４３ 
 
 
 
 

△５４,１４３ 
１３,５４５ 

△６８,７４４ 
 

５４,１４３ 
１９１ 
 

△２９６ 
 

５４,０３８ 
△１４,７０５ 

△４,１９２ 
 
 
 

△３３ 
 
 

△３３ 
△４,２２５ 

１８,１６５ 
 

ー 
１９１ 
△３３ 
△２９６ 
ー 

△１３７ 
１８,０２７ 

評 価 ・ 換 算 差 額 等  
純資産合計 

少 数 株 主  
持 分  評価・換算差額等 

合 計  
為 替 換 算  
調 整 勘 定  

その他有価証券 
評 価 差 額 金  

土地再評価 
差 額 金  

２,７００ 
 
 
 
 
 

２,６１４ 
２,６１４ 
５,３１４ 

２５,１４３ 
 

ー 
１９１ 
△３３ 
△２９６ 
１,９４０ 
１,８０２ 
２６,９４６ 

２,００９ 
 
 
 
 
 

△７４３ 
△７４３ 
１,２６５ 

２,１７８ 
 
 
 
 
 
 

ー 
２,１７８ 

８９ 
 
 
 
 
 

７０ 
７０ 
１５９ 

４,２７７ 
 

 
△６７３ 
△６７３ 
３,６０３ 

（単位：百万円） 

株 主 資 本 以 外 の 項 目 の  
連 結 会 計 年 度 中 の 変 動 額（ 純 額 ） 

■連結株主資本等変動計算書 平成１８年４月１日から平成１９年３月３１日まで 
 

■当期の業績に関するコメント  
１.当期の売上高につきましては、東北ミサワホーム株式会社の新規連結及び完工

　引渡し棟数の増加等により、４,１４５億円（前期比８.０％増）となりました。 

２.利益率の悪化と販売費及び一般管理費の増加により、経常利益は１２０億円（前

　期比１７.１％減）となりました。 

 

３.当期純利益は１億９１百万円と前期に比べ１,２３８億３２百万円の減少となりまし

　たが、前期は、金融機関からの金融支援による債務免除益１,１３３億２６百万円を

　特別利益に計上していたことに加え、繰延税金資産を取り崩したこと等による

　ものであります。 

１８年度 １４年度 １５年度 １６年度 １７年度 １８年度 １４年度 １５年度 １６年度 １７年度 １８年度 １４年度 １５年度 １６年度 １７年度 

中 間 期  通 　 期  

■連結貸借対照表 

総資産 　　株主資本比率 

（注）平成１４年度は、ミサワホーム株式会社の連結決算を掲載しております。また、平成１５年度は、ミサワホームホールディングス株式会社として、完全子会社となった同社の連結決算を引き継いで作成しております。 

（注）平成１４年度につきましては、旧商法に基づく連結決算を作成しておりません。 

（注） 

負 債 、 少 数 株 主 持 分  
及 び 資 本 合 計  

平成１５年度 平成１４年度 平成１８年度 平成１６年度 平成１７年度 平成１９年度（予想） 

 
流 動 資 産  
固 定 資 産  
資 産 合 計  
 
流 動 負 債  
固 定 負 債  
負 債 合 計  
 
少 数 株 主 持 分  
 
資 本 金  
資 本 剰 余 金  
利 益 剰 余 金  
土 地 再 評 価 差 額 金  
その他有価証券評価差額金 
為 替 換 算 調 整 勘 定  
自 己 株 式  
資 本 合 計  

 
 
株 主 資 本  

評 価 ・ 換 算 差 額 等  
 

少 数 株 主 持 分  
純 資 産 合 計  
負 債 ・ 純 資 産 合 計  
 
 

資 本 金  
資 本 剰 余 金  
利 益 剰 余 金  
自 己 株 式  
 
その他有価証券評価差額金 
土 地 再 評 価 差 額 金  
為 替 換 算 調 整 勘 定  
 

区　　　分 当　　　期 前　　　期 

連結財務諸表 

（注）平成１８年６月の定時株主総会における損失処理項目であります。 

 
〔　 １５３,５８５〕 
〔　　８１,５５０〕 

２３５,１３５
 

〔　１７６,６２３〕 
〔    ３１,５６６〕 

２０８,１８９
 

    　　ー
 

ー
    　　ー
    　　ー
     　　ー
    　　ー
     　　ー
     　　ー  

ー
ー

〔  　１８,０２７〕 
　２３,４１２  
  　１３,５４５  
 △１４,７０５  
   △４,２２５  

〔  　  ３,６０３〕 
  　１,２６５  
 　２,１７８  
 　  １５９  

〔    　５,３１４〕 
　２６,９４６  
　２３５,１３５

 
〔　 １３４,９９２〕 
〔　　８９,４７７〕 

２２４,４６９
 

〔　１５７,２１０〕 
〔    ４２,１１５〕 

１９９,３２５
 

    　　２,７００  
 

〔　  ２３,４１２〕 
〔　　６７,６８８〕 
〔  △６８,７４４〕 
〔　　  ２,１７８〕 
〔　    ２,００９〕 
〔      　　８９〕 
〔　 △４,１９２〕 

２２,４４２
２２４,４６９

    　　ー
    　　ー
    　　ー
     　　ー
    　　ー
     　　ー
     　　ー  
    　　ー
    　　ー
    　　ー
     　　ー
    　　ー

（ 資  産  の  部 ） 
 
 
 
（ 負  債  の  部 ） 
 
 
 
（ 少数株主持分 ） 
 
（ 資  本  の  部 ） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（ 純資産の部 ） 

(単位：百万円)

(百万円)

(円)

平成１８年３月３１日現在 平成１９年３月３１日現在 

区　　　分 当　　　期 前　　　期 

11 12

売 上 高  

当 期 純 利 益  

４０３,４９５ 

△１２８,７６６ 

ー 

ー 

３９０,０４４ 

△２０３,３３２ 

３８４,６４５ 

１２４,３５７ 

４１４,５６６ 

△１,５６５ 

平成１４年度  平成１５年度  平成１６年度  平成１７年度  平成１８年度  (百万円)



 

■連結損益計算書 

■連結キャッシュ・フロー計算書 

２２,８３４ 
６,０９６ 

△４５,３０７ 
５ 

△１６,３７０ 
５５,９３７ 
３９９ 

３９,９６５ 

 

■１株当たり当期純利益と 
   １株当たり純資産 

１株当たり当期純利益　　　１株当たり純資産 

（円） 

平成１８年３月３１日残高  

事 業 年 度 中 の 変 動 額  

事業年度中の変動額合計 

平成１９年３月３１日残高  

 

 

 

欠 損 て ん 補

当 期 純 損 失  

自 己 株 式 の 取 得  

 

資 本 剰 余 金  

株 主 資 本  

利 益 剰 余 金  
資 本 金  自 己 株 式  

純資産合計 

資本準備金 

２３,４１２ 
 
 
 
 

ー 
２３,４１２ 

２２,９１２ 
 

△９,３６７ 
 
 

△９,３６７ 
１３,５４５ 

４４,７７５ 
 

△４４,７７５ 
 
 

△４４,７７５ 
ー 

６７,６８８ 
 

△５４,１４３ 

 
△５４,１４３ 
１３,５４５ 

△５４,１４３ 
 

５４,１４３ 
△８,０６６ 

 
４６,０７６ 
△８,０６６ 

そ の 他  
資本剰余金 

その他利益剰余金 
繰 越 利 益 剰 余 金  

資本剰余金
合 計  

３６,８６７ 
 

ー 
△８,０６６ 
△３３ 

△８,０９９ 
２８,７６７ 

△９１ 
 
 
 

△３３ 
△３３ 
△１２４ 

■株主資本等変動計算書 平成１８年４月１日から平成１９年３月３１日まで 
 

（注）平成１８年６月の定時株主総会における損失処理項目であります。 

営 業 収 益  

一 般 管 理 費  

営 業 利 益  

営 業 外 収 益  

営 業 外 費 用  

経 常 損 失  

特 別 利 益  

特 別 損 失  

 

 

 

前期繰越損失 

当期未処理損失 

 

流 動 資 産  

固 定 資 産  

資 産 合 計  

 

流 動 負 債  

固 定 負 債  

負 債 合 計  

 

資 本 金  

資 本 剰 余 金  

利 益 剰 余 金  

自 己 株 式  

資 本 合 計  

負債・資本合計 

 

株 主 資 本  

純 資 産 合 計  

負債・純資産合計 

 

〔  　１３,１７６〕 

〔　　３５,１９０〕 

　　４８,３６６

 

〔  　１９,５９９〕 

〔     　　ー〕 

    １９,５９９

 

    　　ー

    　　ー

    　　ー

     　　ー

    　　ー

     　　ー

 

〔  　２８,７６７〕 

　２３,４１２

　１３,５４５

　△８,０６６

　△１２４

　２８,７６７

　４８,３６６

 

〔 　　３,５１７〕 

〔　　３３,６６３〕 

　３７,１８１

 

〔   　　３１４〕 

〔     　　ー〕 

    　　３１４

 

〔  　２３,４１２〕 

〔  　６７,６８８〕 

〔  △５４,１４３〕 

〔  　　△９１〕 

　　３６,８６７

　　３７,１８１

 

　     　ー

　     　ー

　     　ー

　     　ー

      　　ー

　     　ー

　     　ー

　　２,１５６

　　２,０２１

    　　１３４

      　　４３

      　　１,２５７

   　１,０７９

  　　ー

     　　６,９８２

 　　△８,０６１

       　　４

　　△８,０６６

     　　ー

    　　ー

   　　１,８７４

   　　１,７６３

     　　１１０

      　　１３２

   　　２７８

  　３６

　１２４,３９５

   　　３,５６９

　１２０,７８９

      　　４

　１２０,７８５

 　１７４,９２８

 　５４,１４３

前　期  前　期  区　分 区　分 当　期  当　期  

 
 
 
固 定 資 産 売 却 益  
投 資 有 価 証 券 売 却 益  
貸 倒 引 当 金 戻 入 益  
移 転 補 償 金  
債 務 免 除 益  
そ の 他  

 
減 損 損 失  
投 資 有 価 証 券 評 価 損  
固 定 資 産 処 分 損  
た な 卸 資 産 評 価 損  
貸 倒 引 当 金 繰 入 額  
債務保証等損失引当金繰入額
投 資 有 価 証 券 売 却 損  
そ の 他  
 
 
 
 

営業活動によるキャッシュ・フロー 
投資活動によるキャッシュ・フロー 
財務活動によるキャッシュ・フロー 
現金及び現金同等物に係る換算差額 
現 金 及 び 現 金 同 等 物 の 増 減 額  
現 金 及 び現金同等物の期首残高  
連結範囲の変動に伴う現金及び現金同等物の影響額 
現 金 及 び現金同等物の期末残高  

５,２２５ 
△２,００４ 
△３,３０７ 

１６ 
△６８ 

３９,９６５ 
ー 

３９,８９６ 

４１４,５６６ 
３１４,５８２ 
９９,９８３ 
８６,９１８ 
１３,０６５ 
１,６５５ 
２,６５１ 
１２,０６９ 
２,８４２ 
１,３５４ 
４４６ 
４３８ 
４４１ 
ー 
１６１ 
３,９６４ 
２,０６０ 
６３８ 
３９０ 
９６ 
５９ 
ー 
ー 
７１９ 

１０,９４７ 
６６７ 

１０,６２３ 
△５３５ 
１９１ 

３８３,９４１ 
２８６,７０２ 
９７,２３８ 
７９,３５６ 
１７,８８２ 
２,１５８ 
５,４７５ 
１４,５６４ 
１１５,５４６ 

２８４ 
９６７ 
ー 
ー 

１１３,３２６ 
９６７ 
６,２８３ 
１,９０６ 
ー 
６２９ 
６４６ 
７７５ 
７３０ 
１９０ 
１,４０４ 

１２３,８２７ 
４４６ 
△８０５ 
１６１ 

１２４,０２４ 

(単位：百万円)

(単位：百万円)

平成１８年４月１日から平成１９年３月３１日まで 平成１７年４月１日から平成１８年３月３１日まで 

■「損益計算書」において当期純利益

　（純損失）以降の項目は、なくなりま

　した 

配当が、未処分利益の分配から、剰余金の

分配へと取扱いが変わったのを受けて、当

期純利益（純損失）以降の項目は、なくなり

ました。これまで損益計算書に記載されて

いた、前期繰越利益（損失）や当期未処分利

益（未処理損失）といった情報は、新設され

た「株主資本等変動計算書」でより詳しく表

現しています。    

■繰越利益剰余金の欠損を解消するた

　め、資本準備金の額を減少しました 

平成１９年６月２８日開催の定時株主総会等

決議において、資本準備金（資本剰余金）

のうち、８,０６６百万円を減少し、繰越利益

剰余金（利益剰余金）の欠損の填補に充当

しました。繰越利益剰余金は、会社法施行

により「当期未処分利益」と「繰越利益」に

代わり、新しく追加された配当原資となる

科目です。    

法 人 税 、 住 民 税  
及 び 事 業 税  

税引前当期純利益 
又 は 純 損 失

当 期 純 利 益  
又 は 純 損 失

（注） 

１０ 

８ 

６ 

４ 

２ 

０ 

（％） 

売上高営業利益率 　　売上高経常利益率 

■売上高営業利益率と売上高経常利益率 当　期  前　期  当　期  前　期  区　分 区　分 

（ 資  産  の  部 ） 

 

 

 

（ 負  債  の  部 ） 

 

 

 

（ 資  本  の  部 ） 

 

 

 

 

 

 

（ 純資産の部 ） 

売 上 高  
売 上 原 価  
売 上 総 利 益  
販 売 費 及 び 一 般 管 理 費  
営 業 利 益  
営 業 外 収 益  
営 業 外 費 用  
経 常 利 益  
特 別 利 益  

 
 
 
 
特 別 損 失  

 
 
 
税金等調整前当期純利益  
法人税、住民税及び事業税 
法 人 税 等 調 整 額  
少 数 株 主 利 益 又 は 損 失  

当 期 純 利 益

区　　　分 当　　　期 前　　　期 

区　　　分 当　　　期 前　　　期 

４,０００ 

２００ 

１００ 

０ 

-２,０００ 
１５年度 １６年度 １７年度 １８年度 １４年度 

１５年度 １６年度 １７年度 １８年度 １４年度 

４.６ 

３.８ 

４.８ 

２.９ 

７.６ 

５.７ 

７.５ 

５.１ 

個別財務諸表 

（単位：百万円） 

（単位：百万円） 

（単位：百万円） 
■貸借対照表 ■損益計算書 

平成１８年４月１日から平成１９年３月３１日まで 平成１７年４月１日から平成１８年３月３１日まで 平成１９年３月３１日現在 平成１８年３月３１日現在 

資 本 金  

資本剰余金 

利益剰余金 

自 己 株 式  

（△） 

 

（△） 

 

区　　　分 当　　　期 前　　　期 

区　　　分 当　　　期 前　　　期 
平成１８年４月１日から平成１９年３月３１日まで 平成１７年４月１日から平成１８年３月３１日まで 

（△） 

 

３.２ 

２.９ 

13 14



７,０００ 円 

 

６,０００ 

 

５,０００ 

 

４,０００ 

 

３,０００ 

 

２,０００ 

株　価 

売買高 

４.０ 

３.０ 

２.０ 

１.０ 

０ 
 平成１８年  平成１９年 

百万株 

 
５月                     ７月                   ９月                 １１月　　            １月　　            ３月 　              ５月 

商 号  

設 立  

資 本 金  

従 業 員 数  

主 な 事 業  

本 社  

 

平成１５年８月１日 

２３,４１２,９９９,０００円 

２０１名 

グループの経営戦略・管理並びにそれらに附帯する業務 

東京都新宿区西新宿二丁目４番１号  新宿NSビル　０３-３３４５-１１１１ 

■役員及び執行役員

■株式の状況 

常務執行役員  

常務執行役員  

執 行 役 員  

執 行 役 員  

執 行 役 員  

執 行 役 員  

執 行 役 員  

 

代 表 取 締 役  
社長執行役員  

代 表 取 締 役  
専務執行役員  

取 締 役  
専務執行役員  

取 締 役  
専務執行役員  

取 締 役  
常務執行役員  

取 締 役  
常務執行役員  

取 締 役  
執 行 役 員  

取 締 役  
執 行 役 員  

取 締 役  

取 締 役  

常 勤 監 査 役  

常 勤 監 査 役  

監 査 役  

監 査 役  

 

水 谷 和 生  

中 神 正 博  

佐 藤 春 夫  

竹 中 宣 雄  

東 海 健 生  

西 平 　 均  

多 賀 道 正  

田 中 博 臣  

立 花 貞 司  

宮 脇 保 夫  

■ 取 締 役

土 井 邦 良  

宮 川 公 策  

赤 松 哲 男  

碓 井 博 己  

下 村 秀 樹  

阪 口 博 司  

作 尾 徹 也  

 

■ 執 行 役 員  

宮 森 正 和  

児 玉 行  

守　谷　俊太郎 

依 藤 　 司  

■ 監 査 役

■会社の概要

会社情報  

第三回及び第四回Ｂ種優先株式並びに第一回Ｃ種優先株式は、いずれも、株式会社三
菱東京ＵＦＪ銀行が株主であります。   

  １５０，０００，０００株 

普通株式 　１４２，１６０，０００株 

B種優先株式  　　４，５００，０００株 

C種優先株式　  　３，３４０，０００株 

　４６，５７２，１７５株 

普通株式　　３８，７３８，９１４株 

第三回  B種優先株式　  　　３３３，３２８株 

第四回  B種優先株式　  　４，１６６，６００株 

第一回  C種優先株式　  　３，３３３，３３３株 

普通株式         　１８,８７９名 

  B種優先株式　　　  　　　１名 

C種優先株式　　　  　　　１名 

発行可能株式総数 

 

 

 

発行済株式の総数 

 

 

 

 

株主総数 

■　株　式 

普通株式 （上位１０名） 

 

 

 

 

 

５,５９３ 

５,１９１ 

２,５３１ 

２,４５８ 

１,１７２ 

８２６ 

８２２ 

７３４ 

７０２ 

６０９ 

千株 ％ １４.４ 

１３.４ 

６.５ 

６.３ 

３.０ 

２.１ 

２.１ 

１.８ 

１.８ 

１.５ 

NPFーMG投資事業有限責任組合 

ト ヨ タ 自 動 車 株 式 会 社  

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 

あ い お い 損 害 保 険 株 式 会 社  

ジェーピーモルガンチェースバンク３８００８４ 

株 式 会 社 ア イ・エ ル・エ ス  

 

ミ サ ワ キャピ タ ル 株 式 会 社  

日 本 証 券 金 融 株 式 会 社  

日 本 生 命 保 険 相 互 会 社  

持　株　数 出資比率 株　　　主　　　名 出資比率 持　株　数 株　　　主　　　名 

■　大　株　主 

■所有者別持株構成（普通株式） ■株価及び売買高の推移 

その他国内法人 ３４.９％ 
（３４.９） 

証券会社１.４％ 
（１.６）  

 

個人・その他 
  １４.５％ 
（１２.８） 

金融機関 
２５.２％ 
（２８.８） 

外国人  
２４.０％ 
（２１.９） 

※（　　）は、平成１８年９月３０日現在の比率 

株 主 メ モ  

事 業 年 度  

定 時 株 主 総 会  

基 準 日  

 

 

 

単 元 株 式 数  

株 主 名 簿 管 理 人  

同 事 務 取 扱 所  

 

 

同 取 次 所  

公 告 方 法  

 
＜ 株 式 業 務 窓 口 ＞ 

４月１日から翌年３月３１日 

毎事業年度終了後３ヶ月以内 

定時株主総会議決権の基準日　　　　　　　３月３１日 

期末配当受領株主確定日　　　　　　　　　３月３１日 

中間配当受領株主確定日　　　　　　　　　９月３０日 

（このほか、必要あるときは、あらかじめ公告して定めた日） 

１００株 

東京都千代田区丸の内一丁目４番５号    三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社 

東京都江東区東砂七丁目１０番１１号（〒137-8081）   

三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社　証券代行部 

ＴＥＬ 0120-232-711（通話料無料） 

三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社　全国各支店 

電子公告（当社ホームページ　 www.misawa.co.jp に掲載しています。） 

 
ミサワホームホールディングス株式会社　総務人事部　総務グループ 

ＴＥＬ 03-3349-8070  ＦＡＸ 03-5381-7835（土・日、祝日を除く午前９時～午後６時） 

（　　　　　） 郵 便 物 送 付 先  
お 問 い 合 わ せ 先  

バンクオブニューヨークジーシーエムクライアント
ア カ ウ ン ツ イ ー ア イ エ ス ジ ー 

（平成１９年３月３１日現在） 

（平成１９年６月２８日現在） 

（平成１９年３月３１日現在） 
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　当社は、平成１９年５月２４日開催の取締役会を経て、当社の１００％子会社

であるミサワホーム株式会社との間で合併契約書を締結いたしました。 

　これに伴い、当社は、本年１０月１日をもちまして、商号を「ミサワホーム

ホールディングス株式会社」から「ミサワホーム株式会社」に変更すること

といたしました。 

　ご所有の商号が「ミサワホームホールディングス株式会社」の株券につ

きましては、本年１０月１日を目途に、新商号「ミサワホーム株式会社」にお

引換えさせていただく旨のご案内をいたしますので、あらかじめご了承く

ださいませ。 

※なお、ご所有の株式のうち、株券が発行されていない株主名簿上の登録株式及び株券

不所持申出株式、並びに株式会社証券保管振替機構への預託株式につきましては、お引

換えの手続きは必要ございません。 

商 号 変 更 の お 知 ら せ  

（注）取締役のうち、立花貞司、宮脇保夫の両氏は、社外取締役であります。また、監査役のうち、宮森正和、守谷俊太郎及び依藤司の各氏は、社外監査役であります。 
平成１９年６月２８日開催の定時株主総会において選任された監査役の加藤輝昭、酒井征二の両氏は、ミサワホーム株式会社との合併の効力発生日（平成１９年１０月１
日予定）にそれぞれ就任いたします。 



ミサワホーム北海道（札証）（北海道） 
  
ミサワホーム北日本（JASDAQ）（青森・秋田） 
東北ミサワホーム（東証１部）（岩手・宮城・山形） 
ミサワホーム福島（福島） 
ミサワホーム庄司（福島） 
 堀江ミサワホーム（福島） 
  
ミサワホーム下館（茨城） 
 栃木ミサワホーム（栃木） 
上信ミサワホーム（群馬） 
ミサワホーム西関東（群馬・埼玉） 
ミサワホーム東関東（茨城・千葉） 
ミサワホーム館山（千葉） 
 旭ミサワホーム（千葉） 
ミサワホーム東京（東京・神奈川） 
 多摩中央ミサワホーム（東京） 
湘南ミサワホーム（神奈川） 
ミサワホーム信越（新潟・長野） 
ミサワホーム上越（新潟） 
ミサワホーム佐渡（新潟） 
ミサワホーム山梨（山梨） 
ミサワホーム東長野（長野） 
  
北陸ミサワホーム（JASDAQ）（富山・石川・福井） 
ミサワホーム富山（富山） 
  
ミサワホーム静岡（静岡） 
ミサワホーム東海（岐阜・愛知・三重） 
 飛騨ミサワホーム（岐阜） 
 

ミサワホーム近畿（滋賀・京都・大阪・兵庫・奈良） 
ミサワホーム杉橋（滋賀） 
 和歌山ミサワホーム（和歌山） 
ミサワホーム高階（兵庫） 
ミサワホーム神田組（兵庫） 
 

穴吹ミサワホーム（徳島・香川・愛媛・高知） 
ミサワホーム小豆島（香川） 
  
ミサワホームサンイン（JASDAQ）（鳥取・島根） 
ミサワホーム中国（JASDAQ）（岡山・広島・山口） 
ミサワホーム中原組（山口） 
 

011-822-1111 
 

018-824-1111 
022-724-3301 
024-554-4111 
0244-24-1818 
0246-21-3385 

 
0296-28-3911 
028-610-0330 
0274-64-1385 
048-855-5711 
043-245-8111 
0470-23-1040 
0479-63-7633 
03-5344-6811 
042-527-3383 
0466-33-6666 
025-232-3330 
025-521-0330 
0259-57-3142 
055-228-6565 
0267-68-4411 

 
076-222-1558 
076-433-4411 

 
054-257-1111 
052-782-2131 
0577-33-1135 

 
06-6341-1301 
0740-22-3750 
073-436-6233 
0794-84-0960 
0790-45-1312 

 
087-868-4711 
0879-62-0289 

 
0857-23-2000 
082-293-3111 
0837-23-0120 

 
 
 
 

ミサワホーム九州（福岡・長崎・熊本・大分・鹿児島） 
ミサワホーム佐賀（佐賀） 
ミサワホーム別府（大分） 
ミサワホーム宮崎（宮崎） 
 

 

 

 

 

ミサワセラミックホーム仙台（宮城） 
 
ミサワセラミックホーム栃木（栃木） 
ミサワホーム西関東セラミック（群馬・埼玉） 
ミサワホーム東関東セラミック（茨城・千葉） 
ミサワホームセラミック（埼玉・東京・神奈川） 
ミサワセラミックホーム信越（新潟・長野） 
 
 
北陸ミサワホームセラミック（石川） 
 
ミサワホームセラミック（静岡） 
ミサワホーム静岡セラミック（静岡） 
ミサワホームセラミック（愛知・岐阜） 
ミサワホーム東海セラミック（岐阜・愛知・三重） 
ミサワセラミックホーム遊（愛知） 
ミサワセラミックホーム三重（三重） 
 
ミサワホームセラミック（滋賀・京都・大阪・奈良・兵庫） 
ミサワセラミックホーム南海（和歌山） 
ミサワセラミックホーム和歌山（和歌山） 
 
穴吹ミサワホームセラミック（徳島・香川・愛媛・高知） 
 
ミサワセラミックホームサンイン（鳥取・島根） 
ミサワセラミックホーム中国（岡山・広島・山口） 
ミサワセラミックホーム新山口（山口） 
 
ミサワホーム九州セラミック（福岡・熊本・大分・長崎） 
ミサワセラミックホーム佐賀（佐賀） 
ミサワセラミックホーム宮崎（宮崎） 
ミサワセラミックホーム鹿児島（鹿児島） 

092-431-3390 
0952-23-7141 
0977-22-3380 
0985-28-6311 

 
 
 
 
 

022-284-6011 
 

028-610-0330 
048-855-5761 
043-309-2115 
03-3247-2060 
025-232-3380 
0263-25-9252 

 
076-222-2205 

 
055-988-5330 
054-257-1125 
052-769-5700 
052-782-2131 
052-322-4611 
0598-51-5515 

 
06-6341-7655 
073-436-6233 
073-436-6255 

 
087-868-4711 

 
0857-23-2000 
086-245-1212 
0833-71-6666 

 
092-441-1171 
0952-23-7141 
0985-28-6311 
099-250-0338

ミサワホームイング北海道（北海道） 
 
ミサワホームイング北日本（青森・秋田） 
ミサワホームイング東北（岩手・宮城・山形・福島） 
 
ミサワホームイング栃木（栃木） 
ミサワホームイング西関東（群馬・埼玉） 
ミサワホームイング東関東（茨城・千葉） 
ミサワホームイング東京（東京・神奈川） 
ミサワホームイング多摩（東京） 
ミサワホームイング新潟（新潟） 
ミサワホームイング山梨（山梨） 
ミサワホームイング長野（長野） 
 
ミサワホームイング北陸（富山・石川・福井） 
ミサワホームイング富山（富山） 
 
ミサワホームイング静岡（静岡） 
ミサワホームイング東海（岐阜・愛知・三重） 
 
ミサワホームイング近畿（滋賀・京都・大阪・兵庫・奈良） 
ミサワホームイング和歌山（和歌山） 
 
穴吹ミサワホームイング（徳島・香川・愛媛・高知） 
 
ミサワホームイングサンイン（鳥取・島根） 
ミサワホームイング中国（岡山・広島・山口） 
 
ミサワホームイング九州（福岡・長崎・熊本・大分・鹿児島） 
ミサワホームイング佐賀（佐賀） 
ミサワホームイング宮崎（宮崎） 
 

ミサワホームイングセラミック（東京・埼玉・静岡・愛知・大阪） 
 

 

 

ミサワホーム総合研究所 
 創研 
ミサワエムアールディー 
 メディアエムジー 
マザアス 
ミサワテクノ 
 
ミサワホームフィンランド 
臨沂三澤木業有限公司 
 
 

011-846-0140 
 

018-864-0330 
022-284-8515 

 
028-610-9364 
048-855-5713 
043-309-2121 
03-5344-7510 
042-527-3387 
025-232-3340 
055-268-7750 
0263-54-8330 

 
076-239-3361 
076-433-4412 

 
054-257-1152 
052-789-1717 

 
06-6341-7610 
073-436-6233 

 
087-868-4881 

 
0857-23-2000 
086-245-0400 

 
092-441-7466 
0952-23-7141 
0985-28-6311 

 
03-3247-8300 

 
 
 

03-3332-5111 
03-5929-1851 
03-3345-7990 
03-5339-8500 
04-7176-8711 
0263-58-2100 

 
 

ミサワホームホールディングス株式会社（東証、大証、名証各１部）　　 03-3345-1111

［ 木質ディーラー ］ 

［ セラミックディーラー ］ 

［ ホームイング ］ 

関 連 会 社  

【 北海道 】 

 

【 東　北 】 

 

 

 

 

 

【 関東甲信越 】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 北　陸 】 

 

 

【 東　海 】 

 

 

 

【 近　畿 】 

 

 

 

 

 

【 四　国 】 

 

 

【 中　国 】 

 

 

 

 

 

 

 

【 九　州 】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 東　北 】 

 

【 関東甲信越 】 

 

 

 

 

 

 

【 北　陸 】 

 

【 東　海 】 

 

 

 

 

 

 

【 近　畿 】 

 

 

 

【 四　国 】 

 

【 中　国 】 

 

 

 

【 九　州 】 

 

 

 

 

 

 

 

ミサワホーム 03-3331-1111 

 

生活を応援するミサワネットワーク 

住まいさがしならMISAWA-MRD
「ミサワエムアールディー」は不動産ビジネス

をネットワーク事業と捉え、地域に密着した営

業情報を基に、質の高い共存型ビジネスモデ

ルを構築し提案しています。また､全国に構

築された販売網とお客様のストックを通じ 

「不動産情報サービス事業」「賃貸管理事業」

「不動産仲介事業」の３事業を中心に、不動産

ビジネスの多様な課題への対応を図り、皆様

のパートナーとしてお役に立つ事業展開を進

めています。 

介護のことならマザアス 
「介護事業を通じて人づくり、住まいづくり､社

会づくり」を理念とする「マザアス」は､ミサワ

ホームがいち早く始めた介護・福祉事業とし

て､利用者のみならず､業界においても高い評

価を得ています｡長年にわたる運営実績と独

自に培ってきた豊富なノウハウを基に、ケアハ

ウス・グループホーム・デイサービス・訪問介護

事業など、多岐にわたる介護・福祉事業を展開

しています。 

増築の新しい提案「はなれ」 一般在来木造・リフォーム用「MGEO-R」 

介護専用型高齢者住宅「マザアス南柏」 

リフォームのことならミサワホームイング 
住まいの増改築から模様替え、暮らしの快適リフォームをトータルにお手伝いするのが「ミサワ

ホームイング」です。木を超えるリサイクル木素材「Ｍ-Ｗｏｏｄ」「Ｍ-Ｗｏｏｄ２」による、人と自然

にやさしい空間提案をはじめ、独自の「かぶせ工法」による屋根・外壁のグレードアップなど、ミ

サワホームイングならではの先進技術を活用して、お客様にご満足いただけるリフォームをご提

案いたします。 
 

【 北海道 】 
 
【 東　北 】 
 
 
【 関東甲信越 】 
 
 
 
 
 
 
 
 
【 北　陸 】 
 
 
【 東　海 】 
 
 
【 近　畿 】 
 
 
【 四　国 】 
 
【 中　国 】 
 
 
【 九　州 】 
 
 
 
【 セラミック 】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【 海　外 】 
 
 
 

17 18

ミサワホームグループネットワーク 


